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明けましておめでとうございます
今年は卯

う さ ぎ

年



椎
葉
村
長　

椎し
い

葉ば 

晃て
る

充み
つ

　

村
民
の
皆
様
、
平
成
23
年
の
輝
か
し
い

新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
、
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
家
族
で
お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
村
行
政
に
対
し

ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
４
月

に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
が
完
了
し
、

「
か
て
〜
り
ネ
ッ
ト
」
の
運
用
が
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
村
内
全
世
帯
の
引
き
込
み

は
宮
崎
県
で
一
番
、
全
国
で
も
二
番
目
と

い
う
速
さ
で
整
備
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
皆
様
に
は
鮮
明
な
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
た
く
さ
ん
の
ご
好
評
の
声
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
４
月
に
発
生
い
た
し
ま
し
た

「
口
蹄
疫
」
で
は
、
県
内
で
感
染
が
蔓
延

す
る
中
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
村
内

へ
の
侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
し
か
し
、
口
蹄
疫
の
影
響
は
本
村
に

も
及
び
ま
し
た
。
セ
リ
の
中
止
や
風
評
被

害
な
ど
畜
産
農
家
の
皆
様
に
は
大
変
な
心

労
で
な
か
っ
た
か
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

本
村
で
は
、
相
談
窓
口
の
設
置
の
ほ
か
、

牛
舎
新
築
、
子
牛
セ
リ
出
荷
遅
延
等
の
支

援
策
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
今
後
も
安
心
安
全
な
畜
産
の
復
興
を

目
指
し
、
村
と
い
た
し
ま
し
て
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
８
月
に
は
大
河
内
小
学

校
の
新
校
舎
及
び
大
河
内
へ
き
地
保
育
所

が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
村
産
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
、
木
の
ぬ
く
も
り
も
十

分
に
感
じ
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い
校
舎
に
仕

上
が
り
、
児
童
、
保
育
所
生
並
び
に
保
護

者
、
地
区
住
民
の
皆
様
か
ら
大
変
喜
ば
れ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
９
月
30
日
に
は
明
治
４
年
の

廃
藩
置
県
以
来
、
約
１
４
０
年
間
抱
え
て

い
た
熊
本
県
水
上
村
と
の
県
境
確
定
が
総

務
省
よ
り
告
示
さ
れ
、
11
月
に
は
、
県
境

確
定
の
記
念
碑
を
建
立
し
、
両
県
両
村
の

関
係
者
が
集
ま
り
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
こ
れ
ま
で
以
上
に
友
好
を
深

め
、
情
報
交
換
や
要
望
活
動
等
を
協
力
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
を
迎
え
ま
し
て
、
23
年
度

予
算
を「
持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と
の
再
生
」

を
柱
に
掲
げ
、
将
来
的
な
課
題
へ
の
対
策

を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
核
と

な
る
の
は
人
で
あ
り
ま
す
。
人
材
育
成
の

た
め
、
後
継
者
対
策
に
対
す
る
支
援
強
化

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
一

人
ひ
と
り
が
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
安
心
、

安
全
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
年
金
を
主
要
と
す
る
一

人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
世
帯
の
方
々
の

実
態
に
あ
わ
せ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
福

祉
、
保
健
、
予
防
、
医
療
の
分
野
で
予
算

を
確
保
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
な

ど
、
要
支
援
者
の
在
宅
で
の
健
康
管
理
、

医
療
管
理
を
重
点
に
、
実
態
把
握
で
き
る

管
理
シ
ス
テ
ム
を
今
以
上
に
構
築
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
事
業
や
住
宅
改

修
事
業
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す

る
制
度
等
を
再
点
検
し
、
見
直
し
や
拡
充

で
き
る
と
こ
ろ
は
見
直
し
な
が
ら
、
常
に

本
村
の
現
状
と
真
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
、

事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
の
優
れ
た
地
域
特
性
を
最

大
限
に
生
か
し
つ
つ
創
意
工
夫
を
し
、
生

産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
基
盤
整
備
や
交

通
、
通
信
網
の
拡
充
、
福
祉
、
医
療
の
充

実
、
教
育
文
化
及
び
商
工
観
光
等
の
諸
施

策
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
も
貴
重
な
財
源
を
節
約
し
な

が
ら
必
要
な
施
策
を
推
進
し
て
参
る
所
存

で
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年

平
成
二
十
三
年

　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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椎
葉
村
議
会

議
長　

那な

須す 　

清き
よ
し

　

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

事
と
察
し
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
常
々
行
政
、
議
会
運
営
に

対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
う
し
た
日
頃
の

ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
と
敬
意

を
表
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
旧
年
を
省
み
ま
す
と
、
世
界
的

な
経
済
不
況
の
影
響
も
あ
り
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
異
常
気
象
の
影
響
、

地
域
産
業
の
不
振
、
公
共
事
業
等
の
抑
制

か
ら
雇
用
の
悪
化
、
消
費
の
減
退
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
環
境
で
あ
り
ま
し
た
。
加

え
ま
し
て
本
県
で
４
月
に
発
生
し
ま
し
た

家
畜
伝
染
病
口
蹄
疫
は
、
過
去
に
例
を
見

な
い
大
被
害
を
も
た
ら
し
、
畜
産
業
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
商
工
観
光
、
公
共
運
輸
、

教
育
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
悪
影
響

を
及
ぼ
し
、
本
当
に
多
難
な
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
、
改
め
て

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
本
村
に
お
い
て
は
、
大

河
内
小
の
校
舎
新
築
、
椎
葉
中
武
道
館
建

設
、
椎
葉
中
及
び
椎
葉
小
の
体
育
館
改

修
、
地
デ
ジ
放
送
施
設
完
成
、
更
に
は
、

１
４
０
年
ぶ
り
に
熊
本
・
宮
崎
県
境
の
境

界
確
定
締
結
等
、
歴
史
に
残
る
ハ
ー
ド
事

業
の
取
り
組
み
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
も
国
道
３
２
７
号
岩
屋
戸
バ
イ
パ

ス
の
開
通
、
国
県
道
の
改
良
整
備
、
村
民

の
城
と
な
る
新
庁
舎
建
設
等
盛
り
だ
く
さ

ん
の
事
業
を
着
々
と
進
め
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
も
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
村

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
住
み
よ
い
村
づ
く

り
、
村
の
活
性
化
の
た
め
、
住
民
と
の
連

携
、
強
調
を
更
に
密
に
し
な
が
ら
、
村
執

行
部
と
真
剣
な
協
議
を
重
ね
、
心
新
た
に

村
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
る
決

意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
村
民
の
皆
様
方
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
し

ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　
　

椎
葉
村
教
育
委
員
会

　

教
育
長　

甲か

斐い 

眞し
ん

后ご

　

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
を
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、

教
育
行
政
の
全
般
に
わ
た
り
多
大
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
着
実
な
教
育
活
動

が
推
進
で
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
春
、
鹿
野
遊
小
学
校
が
地
域
の
み
な

さ
ま
の
深
い
ご
理
解
の
も
と
に
椎
葉
小
学

校
と
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
の
み
な
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
は
苦
渋
の
決
断
で
あ
り

断
腸
の
思
い
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
が
、
子
ど
も
達
の
あ
の
笑
顔
を
以
て
関

係
者
の
み
な
さ
ま
に
厚
く
敬
意
を
表
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
教
育
委
員
会
で
は
、
一
作
年
度

か
ら
新
し
い
教
育
課
程
や
本
村
の
教
育
環

境
の
現
状
を
み
な
さ
ま
に
ご
理
解
頂
く
た

め
、
校
区
毎
の
説
明
会
を
開
催
し
て
参
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
校
区
毎
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

公
民
館
、
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
の
み

な
さ
ま
に
お
集
ま
り
頂
き
、
学
校
教
育
の

現
状
や
内
容
の
説
明
を
行
う
と
共
に
こ
れ

か
ら
の
学
校
の
あ
り
方
を
協
議
し
、
子
ど

も
達
に
と
っ
て
最
適
の
教
育
環
境
を
整
備

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
上
で
子
ど
も
達
の
学
力
や
体
力
の

向
上
、
心
の
涵
養
に
加
え
、
自
然
や
こ
れ

ま
で
培
わ
て
き
た
伝
統
や
文
化
・
歴
史
を

大
切
に
し
、
互
い
に
助
け
合
う
心
豊
か
で

生
き
生
き
と
楽
し
く
学
び
あ
え
る
教
育
の

実
現
に
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
や
公
民
館
活
動
、
生

涯
学
習
や
社
会
体
育
の
充
実
並
び
に
文

化
財
保
護
や
文
化
振
興
に
も
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
さ
ら
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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卯
年男・年女 です

大正４年生まれ（96歳）　3人

昭和２年生まれ（84歳）48人

昭和14年生まれ（72歳）60人

昭和26年生まれ（60歳）59人

昭和38年生まれ（48歳）43人

昭和50年生まれ（36歳）28人

昭和62年生まれ（24歳）19人

平成11年生まれ（12歳）18人

※平成23年中に達する年齢です。

卯年生まれの
椎葉村民は 278人

私たち 卯年生まれ

2011年
うさぎ

（男152人・女126人）

▲椎葉 浩敏さん（本郷）黒木 誠志さん（矢立）黒木 武男さん（合戦原）
　川越 未来さん（城）　　椎葉 日菜さん（丸野） 黒木 航基くん（矢立）

大河内

▲尾前 萌々花さん（横野）　　　那須 結心さん（椎原）
　那須 香子さん（上椎葉下３）　清田 咲希さん（上椎葉下１）

表紙

椎葉病院

▲那須 寿美さん（間柏原） 吉持 厳信 院長（上椎葉下１） 甲斐 睦宏さん（竹ノ八重）

　

黒
木 

響
生
く
ん
（
入
子
蒔
）

▲

那
須 

悠
斗
く
ん
（
針
金
橋
団
地
）

▲

松
岡 

哲
寛
さ
ん
（
下
松
尾
）

　

那
須 

彰
徳
さ
ん
（
上
椎
葉
上
２
）

　

出
口 

将
史
さ
ん
（
ロ
ク
ロ
）

　

右
田 

和
磨
さ
ん
（
川
ノ
口
）

▲

卯
年
最
高
齢
者

　

椎
葉 

ス
デ
ノ
さ
ん
（
平
寿
園
）

役場



▲大臣感謝状を受け取った
　那須正喜さん（左）と椎葉順一さん（右）

　

同
日
に
行
わ
れ
た
感
謝
状
贈
呈
式
で

は
、
今
回
退
職
さ
れ
た
３
人
の
方
へ
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

  

大
臣
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
贈
呈

　

那
須 

正
喜 

様

　
　

平
成
13
年
12
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
22
年
11
月
30
日（
３
期
９
年
間
）

　
　

担
当
地
区　

松
尾
（
※
７
）

　

椎
葉 

順
一 

様

　
　

平
成
16
年
12
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
22
年
11
月
30
日（
２
期
６
年
間
）

　
　

担
当
地
区　

大
河
内

  

知
事
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
贈
呈

　

宇
賀 

英
子 

様

　
　

平
成
19
年
12
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
22
年
11
月
30
日（
１
期
３
年
間
）

　
　

担
当
地
区　

上
椎
葉
（
※
８
）

  

退
職
者
に

　
　

感
謝
状
を
贈
呈

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

紹
介

　

12
月
６
日
、役
場
会
議
室
に
て
民
生
委
員
・

児
童
委
員
へ
村
長
よ
り
委
嘱
状
の
交
付
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
に
は
各
地
区
に
15
人
の
委
員
と
、
児

童
福
祉
に
関
す
る
問
題
を
専
門
的
に
担
当
す

る
「
主
任
児
童
委
員
」
２
人
、
計
17
人
が
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
高
齢
者
、
身
体
に
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
福
祉

制
度
を
紹
介
す
る
な
ど
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
す
。

　

児
童
委
員
は
、民
生
委
員
が
兼
ね
て
お
り
、

子
ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※１　尾前上・下、鶴の平、寺床、水無

※２　水越、中の八重、小原、上松尾、下松尾、

　　　新下松尾、畑鳥の巣、榎峠

※３　若宮、若宮住宅、針金橋、針金橋団地、

　　　桑の木原、山中団地、尾田山中、下福良

※４　間柏原、夜狩内、下椎葉、那須橋、尾平

※５　向山日当上・中・下、向山日添、尾手納

※６　岩屋戸上・中・下、旧岩屋戸、小河内、

　　　ロクロ、春岩尾、石原、新石原

※７　栗の尾、小ヶ倉、中尾、佐土の谷、唖谷、

　　　竹の八重

※８　上椎葉上・中・下、持田団地、佐礼、

　　　佐礼住宅

民生委員・児童委員名簿一覧
氏　　　名 担当地区 電話番号

那須　　登（会　長） 鹿野遊全地区 7-67-2492
尾前　誠一（副会長） 尾　向　　※1 7-67-5959
黒木美笑子（副会長） 仲塔全地区 7-67-4903
椎葉　芳江 不土野全地区 7-67-5402
甲斐　泰孝 尾八重全地区 7-67-5345
那須　照賢 松　尾　　※2 7-67-1926
山中　　功 上椎葉　　※3 7-67-2890
那須　敏秋 上椎葉　　※4 7-67-3088
黒木　照美 栂尾全地区 7-59-0409
椎葉　利光 尾　向　　※5 7-67-5504
右田タツ子 小崎全地区 7-67-2901
那須　隆代 松　尾　　※6 7-67-1429
甲斐　正春（新） 松　尾　　※7 7-67-1816
田原　信生（新） 上椎葉　　※8 7-67-2215
濵砂　正美（新） 大河内全地区 7-38-1010
松岡惠美子（主任児童委員） 村内全域 7-67-1621
椎葉　洋子（主任児童委員） 村内全域 7-67-2554

（※敬称略）
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椎葉
晃充
村長の

12月の
動き

１
日　

町
村
長
研
修
（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
町
村
長
大
会
（
東
京
都
）

２
日　

簡
易
水
道
全
国
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
山
村
振
興
連
盟
総
会
（
東
京
都
）

３
日　

ダ
ム
・
発
電
協
臨
時
総
会
（
東
京
都
）

　
　
　

水
源
地
振
興
対
策
総
決
起
大
会
（
東
京
都
）

４
日　

第
４
回
口
蹄
疫
検
証
会
議
（
宮
崎
市
）

５
日　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
関
連
緊
急
県
民
集
会
（
宮
崎
市
）

８
日　

第
４
回
口
蹄
疫
検
証
会
議
（
宮
崎
市
）

９
日　

県
公
民
館
経
営
セ
ミ
ナ
ー
（
宮
崎
市
）

10
日　

長
寿
祝
い
（
松
尾
）

16
日　

県
森
林
審
議
会
（
宮
崎
市
）

17
日　

後
期
高
齢
広
域
連
合
協
議

　
　
　

県
医
療
審
議
会
（
宮
崎
市
）

21
日　

平
成
会
第
２
回
研
修
会
（
宮
崎
市
）

27
日　

組
合
・
組
合
議
会
（
宮
崎
市
）

全国町村長大会
　12月１日、東京・渋谷のNHKホー
ルで全国941の町村長、都道府県町
村会関係者及び来賓の内閣官房副長
官、衆議院議長をはじめとする各党
の代表者など約1,500人が出席して
開催されました。

　

 

町
村
会
だ
よ
り

　

12
月
７
日
、開
発
セ
ン
タ
ー
で
県
大

会
に
て
優
勝
し
た
ラ
ッ
パ
隊
の
祝
賀

会
が
行
わ
れ
、村
長
よ
り
メ
ダ
ル
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、退
団
者
と
の

懇
談
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。退
団
者
の

皆
さ
ん
、長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

村のできごと

ラッパ隊 優勝祝賀会

尾
向
地
区

県
知
事
表
彰
を
受
賞
！

　

平
成
22
年
11
月
12
日
、
県
庁
知
事

室
に
お
い
て
平
成
22
年
度
河
川
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
美
化
活
動
知
事
表
彰
が
行

わ
れ
、
尾
向
地
区
渓
谷
祭
り
実
行
委

員
会
が
長
年
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で

き
た
河
川
美
化
活
動
の
功
績
が
評
価

さ
れ
、
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
代
表
の
甲
斐
研み

が
くさ
ん
は

「
長
年
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
地
域

住
民
の
協
力
が
実
を
結
び
大
変
う
れ

し
い
。今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」

と
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▲

東
国
原
知
事
と
記
念
撮
影
。
右
か
ら

１
番
目
が
甲
斐
研
尾
向
公
民
館
長
。

　

12
月
13
日
、
下
椎
葉
で
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

で

犠
牲
に
な
っ
た
家
畜
の
畜
魂
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
口
蹄
疫
を
含
め
た
家
畜

の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
研
修
会

を
開
き
、
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
は
熱

心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

畜 魂 祭

　

12
月
６
日
、村
長
室
に
お
い
て
出
生

祝
い
金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１・２
子
目
に
10
万
円
、３
子
目
に

50
万
円
、４
子
目
以
降
に
は
１
０
０
万

円
の
定
期
証
書
が
渡
さ
れ
、５
年
後

に
換
金
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

すこやか祝い金 贈呈式

　

12
月
14
日
、
小
学
生
人
権

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
お

い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

大
河
内
小
６
年
の
椎
葉
日
菜

さ
ん
に
本
村
人
権
擁
護
委
員

よ
り
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
松
尾
小
５
年
の

松
岡
星
さ
ん
も
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

優秀賞 受賞!
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カメラ さんぽ

プレミアム商品券好評発売中!!
　３割お得なプレミアム商品券好評発売中です。
　3,000円で3,900円分の買い物ができる１セット当たり900円
お得な商品券です。
■販 売 場 所：椎葉村商工会　
■販 売 時 間：８時30分〜 17時15分（土日祝日を除く）
■購入限度額：１人８セットまで
■有 効 期 間：平成23年３月31日まで
■村内の加盟店で使用できます。（平成22年12月13日現在：53店舗）

■問い合わせ先
　椎葉村商工会　☎６７−２００５

祝１０１歳
おめでとうございます!
　12月10日に101歳の誕生日を迎えられた
椎葉玉枝さん（中の八重）。お祝いに村長より記
念品が贈られました。

餅つき大会
（12月８日・松尾小学校）
　参観日に行われた餅つき大
会。蒸しあがった餅米を臼に入
れて杵でぺったんぺったん！

楽らく村 収穫祭！
　11月28日、楽らく村で収穫祭が開催されました。歌
手によるミニコンサートなどが行われ、たくさんの人で
にぎわいました。
　また、昼食にはたくさんの料理が準備してあり驚きまし
た。たくさんの人が集まってにぎやかな食事会でした。

最
高
単
価
賞 

受
賞
！

　

11
月
29
日
に
行
わ
れ
た
東
臼
杵
郡
市
肉
用
牛

改
良
増
頭
研
修
会
に
お
い
て
、
平
成
21
年
度
の

去
勢
子
牛
の
最
高
単
価
賞
と
し
て
那
須
隆
美
さ

ん
（
大
久
保
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

販
売
価
格 

６
５
４
，１
５
０
円
（
税
込
）

寮祭！
　おいしい夕食の後、部屋ごとに出し物を披露。みんなで
おなかを抱えて笑いました。
　みんなで手作りの寮祭。すばらしい思い出になりますね。

（12月９日・醇和寮）
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中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
品
の
入
賞
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
皆
さ

ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
延
岡
税
務
署
長
賞
】

　

松
尾
中
三
年　

甲
斐 

捺な
つ

美み 

さ
ん

　
　
「
あ
り
が
た
い
税
」

【
宮
崎
県
租
税
教
育
推
進
中
央
協
議
会  

銀
賞
】

　

松
尾
中
二
年　

甲
斐 

愛え

菜な 

さ
ん

　
　
「
必
要
な
税
金
」

【
延
岡
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会  

銅
賞
】

　

椎
葉
中
三
年　

那
須 

希の
ぞ
み 

さ
ん

　
　
「
私
た
ち
の
生
活
と
税
」

　

椎
葉
中
一
年　

吉
持 

恵け
い

大だ
い 

さ
ん

　
　
「
税
の
大
切
さ
」

　

松
尾
中
二
年　

安
藤 

有ゆ

希き

さ
ん

　
　
「
税
金
の
大
切
さ
」

平
成
22
年
度

租
税
教
育
作
文

「
延
岡
税
務
署
長
賞
」

租
税
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

 

あ
り
が
た
い
税

松
尾
中
学
校　

３
年　

甲
斐 

捺
美　

　

あ
る
日
私
は
、
眼
科
に
行
き
ま
し
た
。

検
査
や
診
察
が
全
て
終
わ
り
、
会
計
に
呼

ば
れ
て
母
と
一
緒
に
受
付
の
と
こ
ろ
に
行

く
と
、
代
金
は
出
さ
ず
、
緑
色
を
し
た
紙

を
出
し
て
会
計
は
終
わ
り
で
し
た
。
不
思

議
に
思
っ
た
私
は
、
眼
科
を
出
て
車
に

乗
っ
た
と
き
母
に
聞
き
ま
し
た
。

　
「
ね
ぇ
、
な
ん
で
お
金
払
わ
ん
で
い
い

と
。」
母
は
、「
あ
の
緑
の
紙
を
出
し
た

ら
、
村
に
請
求
が
い
く
と
よ
。
だ
か
ら
、

お
金
払
わ
ん
で
い
い
と
。」
と
答
え
ま
し

た
。
ま
た
、
私
は
「
そ
れ
っ
て
、
ど
っ
か

ら
お
金
は
出
る
と
。税
金
で
。」と
聞
く
と
、

「
じ
ゃ
ろ
う
ね
。
ま
あ
、
中
学
三
年
生
ま

で
や
け
ど
ね
。」
と
母
か
ら
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
で
、

眼
科
だ
け
で
な
く
、
風
邪
を
ひ
い
て
お
医

者
さ
ん
に
掛
か
る
時
な
ど
、
全
て
の
医
療

機
関
を
村
が
負
担
し
ま
す
。
そ
れ
は
中
学

三
年
生
ま
で
で
す
。
そ
れ
は
税
金
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
を
税
金
で
支
払
っ

て
も
ら
う
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

小
・
中
学
生
は
、
昼
休
み
外
で
遊
ん
だ
り
、

放
課
後
部
活
を
し
た
り
し
ま
す
。
そ
の
た

め
け
が
を
す
る
こ
と
も
大
人
よ
り
多
い
で

す
。
ま
た
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
も
急

に
熱
を
出
す
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
で
、
大

人
よ
り
も
病
院
に
行
く
回
数
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
医
療
費
が
か
か
り
ま

す
。
し
か
し
医
療
費
を
村
が
負
担
し
て
く

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
家
計
も
少
し
は
安
定

す
る
の
で
親
に
と
っ
て
い
い
こ
と
で
す
。

　

他
に
も
私
た
ち
は
い
ろ
ん
な
場
面
で

「
税
」
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

私
た
ち
の
通
う
学
校
は
税
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
の

使
う
教
科
書
も
税
で
買
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
公
共
施
設
も
税
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
も
図
書
館
や

美
術
館
、
博
物
館
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
年
前
に
国
民
全
員
に
普
及

さ
れ
た
定
額
給
付
金
や
今
年
の
四
月
か
ら

普
及
さ
れ
た
子
供
手
当
て
な
ど
の
お
金
も

税
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
国
家
公

務
員
の
給
料
も
税
か
ら
で
す
。

　

私
の
住
む
椎
葉
村
は
、
中
学
二
年
生
で

関
西
に
、
三
年
生
で
は
ア
ジ
ア
友
好
の
翼

で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
き
ま
す
。
普
通
は

自
分
で
全
額
負
担
し
ま
す
が
、
椎
葉
村
は

半
額
を
負
担
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
お
金

も
税
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
健
康
で
い
ら
れ
た
り
、
教
育

が
受
け
ら
れ
た
り
、
楽
し
く
遊
べ
た
り
す

る
の
は
、
税
の
お
か
げ
で
す
。
最
近
は
よ

く
税
金
の
無
駄
遣
い
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
ま
す
が
、
そ
の
た
び
に
、
納
め
る
人
は

一
生
懸
命
働
い
て
税
を
納
め
て
い
る
の

に
、
そ
れ
を
無
駄
遣
い
す
る
の
は
許
せ
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
税
の
あ
り

が
た
み
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
税
、
そ
し
て
納
め
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

松
尾
中
学
校
三
年　

甲
斐 

捺な
つ

美み 

さ
ん

延
岡
税
務
署
長
賞
を
受
賞
！

▲表彰式にて記念撮影。前列中央が甲斐捺美さん。
　（11月15日・延岡税務署）
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期　日
場　　所

対　象　地　区

月 日 曜 区 組　　合

2

1 火 役 場 ２ 階 会 議 室 全地区 営業所得者・畜産農家

2 水 鹿 野 遊 集 会 セ ン タ ー 鹿野遊 全地区

3 木 仲塔生活改善センター 仲　塔 全地区

7 月 松尾多目的集会センター 松　尾 水越、小原、中の八重、石原、ロクロ、春岩尾･新石原

8 火 松尾多目的集会センター 松　尾
下松尾、新下松尾、上松尾、畑･鳥の巣、榎峠、唖谷

栗の尾、旧岩屋戸

9 水 松尾多目的集会センター 松　尾
中尾・小ヶ倉・佐土の谷、竹の八重、小河内

岩屋戸上・中・下

10 木 小 崎 集 会 セ ン タ ー 小　崎 全地区

14 月 矢 立 集 会 セ ン タ ー 大河内 矢立、合戦原

15 火 本 郷 地 区 集 会 所 大河内 本郷、城、丸野、大藪

16 水 不土野生活改善センター 不土野 全地区

17 木 尾 前 集 会 所（ 拝 殿 ） 尾　向 尾前地区

21 月

向山日当集会センター

※午前のみ
尾　向 向山日当地区　※12：00まで

向山日添営農研修センター

※午後のみ
尾　向 向山日添、追手納　※16：00まで

22 火 尾 八 重 集 落 セ ン タ ー 尾八重 全地区　※14：00まで

23 水 栂 尾 の 館 栂　尾 全地区　※14：00まで

28 月
役 場 ２ 階 会 議 室

※16：00まで
上椎葉

若宮、桑の木原、針金橋、尾田山中、下福良、間柏原

夜狩内、佐礼住宅

3 1 火
役 場 ２ 階 会 議 室

※16：00まで
上椎葉

若宮住宅、針金橋団地、上椎葉上･中･下、山中団地

持田団地、那須橋尾平、下椎葉

　税の申告が必要な方は、前年中に所得があり、本年
１月１日現在、村内に居住されている方です。（ただし、
所得税の確定申告をされる方、給与所得のみで会社が
村へ報告されている方、公的年金等のみの方は必要あ
りません。）
　詳しくは各家庭へお配りする日程表をご覧いただく
か、役場 税務住民課までお問い合わせください。

税の申告相談が始まります !

受付時間　9：30 〜 15：00 ※一部地区で異なります。

■問い合わせ先
　役場 税務住民課　☎６７−３２０５
　無料☎７−６７−００５１（００５２）

税の申告相談
日 程 表
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消防出初式
　新春を飾る消防出初式が下記の日
程で開催されます。
■期日　１月６日（木）
■場所　椎葉小学校グラウンド
■時間
　・　7：50　中央集合
　・　8：30　点検開始
　・10：30　小型ポンプ一斉放水
　・11：00　表彰式

※時間は進行上変更する場合があ
ります。

■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　☎６７−３２０１
　無料☎７−６７−００２１

臨時職員募集 !
　椎葉村国民健康保険病院では看護
師の臨時職員を下記のとおり募集し
ています。
■期間　平成23年３月31日まで
■資格　正看護師・准看護師
■勤務内容
　病棟勤務（日勤・遅番・早番・夜勤）
■提出書類
　履歴書・資格証明書
■問い合わせ先
　椎葉村国民健康保険病院
　☎６７−２００８
　無料☎７−６７−０００１
　　　　　　　　　（０００２）
　役場 総務課 行政グループ
　☎６７−３２０１
　無料☎７−６７−００２１

新庁舎建設計画及び
新庁舎造成工事進行中!

　現在、庁舎建設等プロジェクト
チーム・三役・課長会にて着々と建
設計画が進行しています。
　12月９日に事業認定が告示され、
造成工事の本格的な施行が始まりま
した。それに伴い、すこやか館横及
び中園金物店横の駐車場が利用でき
ません。
　村民の皆さまにはご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をお願い
いたします。
■問い合わせ先
　役場 総務課 財務グループ
　☎６７−３２０１
　無料☎７−６７−００２１

ご成人おめでとう！　椎葉村成人式
■期日　１月４日（火）
■場所　椎葉村開発センター
■内容
　・受　　付 　8：30 〜
　・式　　典 　9：30 〜
　・記念講演 10：45 〜

　講師　ソプラノ歌手　村
むら

上
かみ

 彩
あや

子
こ

　演題「花のように輝くあなたへ」
　※一般の方も来場できます。

　・記念撮影 12：00 〜
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会　☎６７−２８５０
　無料☎７−６７−００８１（００８２）

【上椎葉】
　甲斐 輝
　甲斐 愛美　
　寺原 あいみ
　甲斐 文崇
　椎葉 舞衣子
　那須 千宏
　那須 愛
　田上 直也

　甲斐 祐貴
　椎葉 涼
　七尾 紘
　那須 美咲
　那須 洋平

【仲　搭】
　那須 あやか

【鹿野遊】
　那須 翔子

【尾　向】
　椎葉 静香
　椎葉 優星

【不土野】
　那須 一歩

　椎葉 栄一
　椎葉 知博

【大河内】
　中竹 奈央
　椎葉 森
　谷川 真紀
　黒木 瞭平

【小　崎】
　甲斐 史子
　椎葉 良慈

【松　尾】
　那須 修
　松岡 香織
　椎葉 由稀
　椎葉 くるみ

　椎葉 真友
　那須 愛
　中竹 ひかり
　那須 大喜
　荒竹 美里
　甲斐 幸祐
　鹿瀬 純一

■新成人者　※公民館別記載（H２/４/２〜 H３/４/１生まれ）
　37人（男性18人・女性19人）

　バッハ「カンタータNr140」、マーラー
「子どもの不思議な角笛」、オルフ「カル
ミナ･ブラーナ」、ヘンデル「メサイア」
のソリストを務める。
　2001、2004年フジテレビドキュメント
番組「ザ・ノンフィクション」で７回の
藝大受験と合格が２回に渡り１時間の特
集番組として放送され、諸外国でも放映
された。
　命の尊厳や親子の愛をテーマに2007年
よりコンサートの依頼は200回を超え、
来場者は４万人を超えています。

■講師紹介

ソプラノ歌手
村上 彩子

お 知 ら せ
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税の納期（１月分）
納税はお早めに！

【村（県）民税】（４期）
【国民健康保険税】（８期）
■納　期　限　１月31日
■口座振替日　１月26日
　税金の納め忘れはありませんか。
納期限を過ぎると、督促状の発行や
滞納整理の事務などで、必要以上の
経費（税金）がかかります。税金は
期限内に納めましょう。

平成22年度 固定資産税
地区別滞納者数 一覧

【上椎葉】（20）【鹿野遊】（　6）
【仲　塔】（　1）【尾八重】（12）
【尾　向】（　5）【不土野】（　9）
【栂　尾】（　0）【小　崎】（16）
【大河内】（　3）【松　尾】（14）
【村　外】（26）【合　計】112人

※12月10日現在（課税1,552人）
■問い合わせ先
　役場 税務住民課 税務グループ
　☎０９８２−６７−３２０５
　無料☎７−６７−００５１

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望等はござ
いませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　１月11日・２月８日
　　　　※毎月第２火曜日
■時間　9：00 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　☎６７−３２０１
　無料☎７−６７−００２１

放送大学で学んでみませんか？
平成23年度　学生募集

　放送大学はテレビ等の放送で授業
を行う、国が設置した正規の大学で
す。教養学部の平成23年度第１学期
生を募集します。
　詳しい資料は無料で進呈いたしま
すので、お気軽にお問い合わせくだ
さい。
■募集期間
　平成23年２月28日（月）
■募集学生

○全科履修生
　（卒業を目指す人）
　入学料：6,000円
○選科履修生
　（１年間在学する学生）
　入学料：8,000円
○科目履修生
　（半年間在学する学生）
　入学料：22,000円

■授業料
　１科目（２単位）：11,000円
　　　　　※テキスト代含む
■問い合わせ先
　放送大学宮崎学習センター
　☎０９８２−５３−１８９３

第３回狩猟免許試験の
実施について

■試験日
　平成23年１月30日（日）
■試験会場
　宮崎県庁７号館会議室
■試験の内容
　わな猟の狩猟免許試験のみ
■申込書類の提出先及び期間
　・提出先
　　住所地を管轄する各農林振興局
　・提出期間
　　平成23年１月７日（金）まで
■試験についてのお問い合せ
　宮崎県環境森林部自然環境課
　☎０９８５−２６−７１５９
　東臼杵農林振興局
　☎０９８２−３２−６１５７
　児湯農林振興局（※大河内地区）
　☎０９８３−２２−１３５０
　宮崎県猟友会
　☎０９８５−２４−６６０３

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でも結構です。心の悩みをかかえて
いませんか？ぜひご相談ください。

（電話でも対応いたします）
■期日　１月17日・２月21日
　　　　※毎月第３月曜日
■時間　10：00 〜 15：00
■場所　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　☎６７−２２７５

県下一斉 司法書士
無料法律相談

　不動産、会社登記、相続、供託、
成年後見、借金整理、訴訟などに関
する相談を、司法書士が無料で相談
に応じます。
■期日　２月６日（日）
■時間　10時〜 16時
　※受付は当日会場で15時30分まで
　※事前予約は不要
■場所　宮崎県下６会場
　宮崎：宮崎県立図書館
　延岡：延岡市社会教育センター
　日向：日向市中央公民館
■問い合わせ先
　宮崎県司法書士会
　☎０９８５−２８−８５３８

相談してみませんか
「こころの健康電話相談」
　家庭、学校、職場のことなどひと
りで悩んでいませんか。経験豊富な
臨床心理士が無料で電話相談に応じ
ます。
■期日　１月30日（日）
　　　　※１日間のみ
■時間　9：00 〜 17：00まで
■電話番号
　☎０８０−３９０８−３４０１
　☎０８０−３９０９−３４０２
※お電話はお掛け間違いの無いよう

にお気を付けください。
※秘密は守られます。お気軽にご連

絡ください。
宮崎県臨床心理士会

Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●12月１日現在
　男　　1,507人（−1）
　女　　1,532人（−3）
　計　　3,039人（−4）
世帯数　1,239戸（−2）

Public Relations of  SHIIBA 11 2011（H23）１月号



Public Relations of  SHIIBA 1�2011（H23）１月号

BOOK  CORNER

おすすめの１冊 図書室だより
　

黒
い
兎う
さ
ぎは

白
い
兎
と
野
原
で
遊
び

な
が
ら
思
う
。
ど
う
し
た
ら
ず
っ
と

一
緒
に
い
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
と
。
そ

れ
を
聞
い
た
白
い
兎
は
…
。
時
代
を

越
え
て
読
み
継
が
れ
て
い
る
優
し
い

愛
の
物
語
。

不土野小　６年

久
く

間
ま

 圭
けい

一
いち

郞
ろう

 くん

　

こ
の
本
は
、
ジ
ン
ゴ
と
い
う
少
年

が
あ
る
日
出
会
っ
た
ふ
し
ぎ
な
人
と

冒
険
し
て
い
く
話
で
す
。
冒
険
と
中

の
出
来
事
が
お
も
し
ろ
い
本
で
す
。

『
ジ
ン
ゴ
・
ジ
ャ
ン
ゴ
の
冒
険
旅
行
』

【
あ
か
ね
書
房
】

（
著
）
Ｓ
．
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン

（
訳
）
渡
邊 

了
介

不土野小　教諭

布
ふ

施
せ

 政
まさ

和
かず

 さん

　

こ
の
本
は
、不
土
野
出
身
の
椎
葉

花
さ
ん
が
著
し
ま
し
た
。神
楽
や
山

法
師
踊
り
、的
射
な
ど
今
で
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
す
。

『
思
い
出
の
里　

奥
椎
葉
』

【
現
代
文
藝
社
】

（
著
）
椎
葉 

花

　

昭
和
初
期
の
女
中
奉
公
の
日
々
を

振
り
返
り
、
綴
る
タ
キ
。
そ
の
手
記

に
隠
さ
れ
た
秘
め
た
想
い
。
手
記
を

見
た
健
史
は
綴
ら
れ
た
恋
愛
事
件
の

真
相
を
解
き
明
か
し
て
い
く
。
直
木

賞
受
賞
作
。

不土野小学校
43

戸
籍
だ
よ
り
（
11
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

中
瀬 

歩あ
ゆ
む 

く
ん

（
狩　

底
）
育
生
・
妙
子 

さ
ん

　
　

椎
葉 

惇ま
こ
と 

く
ん

（
松
尾
教
員
住
宅
）
貴
大
・
美
穂 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

中
瀬 

利
男 

様
（
44
歳
）

上
椎
葉
（
下　

福　

良
）

　

椎
葉 

ア
キ
ノ 

様
（
100
歳
）

上
椎
葉
（
上
椎
葉
下
１
）

　

那
須 

福
男 

様
（
78
歳
）

不
土
野
（
不
土
野
中
）

　

椎
葉 

サ
ツ
キ 

様
（
58
歳
）

松　

尾
（
中
ノ
八
重
）

那
須 

邦
子 

様
（
古
枝
尾
下
）

（
故 

那
須 

重 

様
）

椎
葉 

勝
一 

様
（
中
ノ
八
重
）

（
故 

椎
葉 

サ
ツ
キ 

様
）

椎
葉 
ミ
ヤ
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様
（
上
椎
葉
下
１
）

（
故 

椎
葉 

ア
キ
ノ 

様
）

西
村 

つ
ね
子 
様
（
不
土
野
中
）

（
故 
那
須 

福
男 

様
）

１
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

４
日　

立
志
式
（
松
尾
中
）

６
日　

学
習
発
表
会
（
小
学
校
）

８
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

県
立
高
校
推
薦
入
試

　
　
　

３
月
期
子
牛
村
品
評
会

　
　
　
　
（
家
畜
管
理
セ
ン
タ
ー
）

11
日　

建
国
記
念
日

13
日　

学
習
発
表
会
（
不
土
野
小
）

18
日　

立
志
式
（
椎
葉
中
）

　
　
　

３
月
期
子
牛
郡
共
進
会

　
　
　
　
（
延
岡
市
）

20
日　

家
庭
の
日

　
　
　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

県
内
一
斉
消
毒
の
日

　
　
　
　
（
畜
産
関
係
）

21
日　

心
配
ご
と
相
談（
す
こ
や
か
館
）

22
日　

妊
婦
・
乳
児
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
検
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

25
日　

二
校
間
集
合
学
習

　
　
　
　
（
尾
向
・
不
土
野
小
）

　
　
　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

27
日　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

２
月
の
主
な
行
事

『
し
ろ
い
う
さ
ぎ
と
く
ろ
い
う
さ
ぎ
』

【
福
音
館
書
店
】

（
文
・
絵
）
ガ
ー
ス
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

（
訳
）
ま
つ
お
か 

き
ょ
う
こ

香
典
返
し

（
11
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎0982−67−2850
無料☎7−67−0081（0082）

『
小
さ
い
お
う
ち
』

【
文
藝
春
秋
】

（
著
）
中
島 

京
子



あ
っ
と
い
う
間
に
２
０
１
０
年
も
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
１
年
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
▼
今
年
一
番
の
出
来
事
は
や
は
り

「
広
報
し
い
ば
」
の
担
当
に
な
っ
た
事
で
し
ょ
う

か
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不
安
い
っ
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い
の
中
、
仕
事
に
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い
た
の

が
つ
い
先
日
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
▼
広
報

担
当
に
な
っ
た
矢
先
、
口
蹄
疫
で
イ
ベ
ン
ト
が

ほ
と
ん
ど
中
止
に
な
り
、
広
報
に
載
せ
る
話
題

探
し
で
大
変
で
し
た
▼
学
校
や
児
童
館
・
保
育

所
に
は
た
く
さ
ん
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
ま
し
た
▼
現
在
、

県
知
事
選
挙
ま
っ
た
だ
中
。
選
挙
事
務
に
広
報

誌
作
成
に
来
年
度
予
算
、
ま
さ
に
師
走
。
▼
４

月
か
ら
の
取
材
で
本
当
に
村
民
の
皆
さ
ん
に
い

ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
良
い
お
年

を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
２
０
１
１
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

村
内
の
小
学
校
で
ウ
サ
ギ
を
飼
育
し

て
い
る
と
の
情
報
を
得
て
椎
葉
小
へ
。

ウ
サ
ギ
の
ラ
ッ
キ
ー
と
来
年
年
女
の
４

人
の
５
年
生
で
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

卯
年
の
人
を
調
べ
て
み
る
と
、
温
厚

で
楽
天
的
で
あ
り
お
だ
や
か
な
性
格
の

人
が
多
い
そ
う
で
す
。

「卯
うさぎ

年
ど し

」
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選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

い
ち
早
く
幸
木
立
ち
た
る
牛
舎
か
な　
　

	

那
須　

正

［
評
］
幸
木
（
さ
い
わ
い
木
と
も
）
は
、
椎
葉
村
の
方
々
な
ら
ご
承
知
と
思
う
が
、

迎
春
準
備
の
一
つ
で
庭
な
ど
に
横
木
を
設
け
て
、
鯛
、
鰤
、
鱈
な
ど
の
塩
物
、

昆
布
、
若
布
等
の
海
藻
類
、
大
根
、
人
参
、
牛
蒡
等
を
架
け
て
飾
る
。
こ
れ

ら
を
正
月
の
二
十
日
ま
で
に
食
し
て
一
年
の
健
康
を
祈
る（
日
本
大
歳
時
記
）

作
者
は
こ
れ
を
牛
舎
に
飾
る
と
い
う
。
勿
論
あ
の
口
蹄
疫
の
事
を
意
識
し
て

の
こ
と
と
思
う
。「
い
ち
早
く
」
が
気
持
ち
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
佳
吟
。

古
里
の
社
の
護
符
と
餅
を
賜
ぶ　
　
　

	

小
丸
川　

ち
と
せ

［
評
］
子
ど
も
の
頃
、
境
内
で
遊
ん
だ
神
社
の
護
符
と
餅
。
な
つ
か
し
い
。
送
っ
て

く
れ
た
人
の
温
か
さ
。

嬰
児
に
も
鈴
ひ
も
引
か
せ
初
詣　

	

中
瀬　

汀

［
評
］
お
孫
さ
ん
だ
ろ
う
。
可
愛
い
手
を
の
ば
し
て
神
鈴
を
鳴
ら
す
。
お
ご
そ
か
な

音
。
こ
の
一
年
、
一
家
が
平
穏
無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

《
佳
作
》

一
年
の
仕
合
わ
せ
願
い
賀
状
書
く

那
須　

瑞
穂

冬
枯
れ
の
里
山
夕
日
惜
し
む
か
な

黒
木　

八
重
子

つ
か
の
間
を
小
春
日
和
や
雲
ひ
と
つ

山
本　

和
枝

椎
葉
湖
に
一
鳥
舞
う
て
年
の
明

椎
葉　

シ
ヅ
子

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　

美
郷
町
南
郷
区
を
舞
台
に
、
百
済
王
伝
説

の
証
と
さ
れ
る
「
師
走
祭
り
」
が
、
１
月
21

日
（
金
）
か
ら
23
日
（
日
）
ま
で
の
３
日
間

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
祭
り
は
、
南
郷
区
神

門
神
社
と
木
城
町
比
木
神
社
に
祭
神
と
し
て

祭
ら
れ
て
い
る
百
済
王
族
親
子
の
１
年
に
一

度
の
対
面
の
祭
り
で
す
。

１
月
21
日（
金
）「
上
り
ま
し
」

　

木
城
町
比
木
神
社
か
ら
の
王
族
を
迎
え
る

「
迎
え
火
」が
、ご
神
幸
行
列
の
道
沿
い
に
作

ら
れ
た
数
十
基
の
杉
や
ぐ
ら
が
天
を
も
焦
が

さ
ん
ば
か
り
に
勇
壮
に
炎
を
上
げ
、辺
り
一

面
を
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
み
込
み
ま
す
。

「
迎
え
火
」
は
、
午
後
５
時
ご
ろ
か
ら
で
す
。

１
月
22
日（
土
）「
中
日
」

　

神
事
や
祭
典
が
古
式
豊
か
に
そ
し
て
厳
か
に

行
わ
れ
、夜
は
、多
彩
な
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
「
神
楽
」
は
、
午
後
７
時
ご
ろ
か
ら
で
す
。

１
月
23
日（
日
）「
下
り
ま
し
」

　

王
族
の
別
れ
の
悲
し
み
を
隠
す
た
め
に

行
っ
た
と
さ
れ
る
「
へ
ぐ
ろ
塗
り
」
の
儀
式

が
お
こ
な
わ
れ
、
笑
い
や
悲
鳴
の
中
、
祭
り

に
訪
れ
た
人
た
ち
誰
彼
か
ま
わ
ず
顔
に
墨
を

つ
け
て
ま
わ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
別
れ
、「
オ
サ
ラ
バ
ー
、
オ
サ

ラ
バ
ー
」
と
神
門
神
社
一
行
と
地
元
の
人
た

ち
が
鍋
や
杓
子
を
片
手
に
、
木
城
町
比
木
神

社
一
行
を
見
送
り
、
幕
を
閉
じ
ま
す
。

　
「
へ
ぐ
ろ
塗
り
」
は
、
午
前
11
時
ご
ろ
か

ら
で
す
。

　

大
変
厳
し
い
寒
さ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
暖

か
い
服
装
で
お
越
し
下
さ
い
。

美
郷
町
（
南
郷
区
）

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
に
行
こ
う
よ
！

■問い合わせ先
　美郷町観光協会
　南郷支部
　☎0982−59−1601

百
済
王
族

親
子
の
再
会
！
「
師
走
祭
り
」
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　イネ科ササ属。北海道から九州にかけての特に太
平洋側の山地に生育します。密生することが多く椎
葉でも各所で群生していますが、最近はニホンジカ
の食害により衰退した群落がみられます。一般に筍
の皮が成長後に自然に脱落するものをタケ類、長く
宿存するものをササ類と呼びますが、スズタケは皮
が節間より長くて粗毛があり、枯れてもついたままな
のでササ類になります。スズタケを漢字で表記すると

「篠竹」で、「篠」は細い竹の意味なので、形を良く表
しているといえるでしょう。修験者が着用する篠懸
の名も深山の篠の露を防ぐことから来ています。桿
は高さ１〜３ｍ程、直径１㎝弱で直立します。稈の先
端近くで各節に１本ずつ枝を出し、枝先に２、３枚の
葉をつけます。葉は長楕円状披針形で長さ10 〜 30㎝、
幅１〜６㎝程、革質で表面に光沢があります。筍は
小ぶりですが味は良く、焼筍などで賞味されます。

（九州大学演習林　榎木　勉・内海　泰弘）

スズタケ
99

未来にはばたけ！

　たくさんおしゃべりをして、みんなを楽し
ませてくれる美千琉ちゃん♡。これからも笑
顔をいっぱい見せてね！

高た
か

木き 

美み

千ち

琉る 

ち
ゃ
ん

小　

崎
（
竹
ノ
枝
尾
日
当
）

フェイス！ Face 
in January

　10月から観光協会で働かせていただいています。地
域の皆さんの温かさの中で、毎日大変充実した日々を過
ごしています。せっかく帰ってきたので少しでも貢献で
きるよう頑張ります。よろしくお願いします。

松　

尾
（
水
越
）

勤
務
先
：
椎
葉
村
観
光
協
会

趣　

味
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

那な

須す 

照て
る

佳か 

さ
ん
（
30
歳
）

お
と
う
さ
ん
：
一
幸 

さ
ん

お
か
あ
さ
ん
：
晶
子 

さ
ん

平成21年２月５日生まれ

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、
笑顔のわを広げていきます。

　観光客の皆さんにまた椎葉に来たいと思ってもらいたいという想
いを込めて、昨年11月７日にオープンしました。メニューのソバは
私たちが小さい頃から食べていた、母が作ってくれたソバ、椎葉な
らではの手打ちソバです。
　店内から石垣と垣根の間から鶴富屋敷を見ることが出来ます。村
内はもちろん、村外の方もお店によこいに来られませんか？
※「よこい」=休憩　今までどおり薬店も営業しています。

よこい処

し い ば や

椎葉 つや子 さん と 那須 君子 さん


